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電気自動車（EV）普及に向けた取組み

北海道電力株式会社

事業共創推進室



1「ほくでんグループ経営ビジョン2030」の策定

• 北海道の発展こそがほくでんグループの事業基盤になるとの認識に立ち、地域の課題の克服や経済の発展など「共
創」の取り組みを進めてまいります。

運輸電化の推進
地域課題解決



2「カーボンニュートラル2050 ロードマップ」について



3「事業共創推進室」の設置

• 2023年11月1日付で「事業共創推進室」を新設し、北海道のポテンシャルを最大限活かしながら、様々な分野に
おける社会課題の解決に資する事業共創を進めてまいります。
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EV普及に向けた現状と課題



5北海道におけるEVの普及状況

• 電気自動車等の次世代エコカー補助金交付台数は全国13位（2022年時点）ではあるものの、人口1万人あ
たりの台数は全国最下位となっている。

• 寒冷地ならではの課題が存在、解決に向けた取組みが必要。

出典：日本経済新聞「北海道の次世代車台数13位、普及には寒冷地の壁も 」（2022年）

人口1万人あたりの台数は最下位



6EV充電ネットワークの現状

• 国の方針では、北海道や東北等のEV充電の空白地帯の対応を重点的に支援を実施する方針。

• 他方で、稼働率が低い充電器も存在しており、どのようにして充電ネットワークを維持するかが課題となっている。

出典：経済産業省「充電インフラ整備促進に向けた指針」（2023年）



7EV充電インフラに取り組む理由

• 車両購入価格の高さや充電インフラがEV購入の懸念事項となっている。

出典：デロイト・トーマツコンサルティング合同会社「次世代車に関する消費者意識調査」（2022年）



8集合住宅にお住まいの方のEV購入に関する調査

• 購入検討をした方のうち、88.6%の方が充電設備がないことを原因に購入を見送っていたことが判明。

• 車両価格よりも、住宅の充電環境がもっとも影響していることが示唆された。

出典：日産自動車「EVと住環境についての調査リリース」2022年
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具体的な取組み状況



10EV普及拡大に向けた取組み

• 集合住宅向けのEV充電インフラ拡充に向けて、エコモット殿と業務提携。

• 更に、ユアスタンド殿と資本業務提携契約を締結。法人向けの職場充電の導入提案や新規事業の検討等を進め
ている。



11ユアスタンド殿との取組み①～スマートエネルギーフォーラムへの出展

• 11月に行われたスマートエネルギーフォーラムにおいて、ユアスタンド殿が出展。

• BYD社のコンパクトEV（DOLPHIN）、Wallbox社のEV充電器（Pulsar Plus）を展示頂いた。



12ユアスタンド殿との取組み②～EV充電サービスの実証

• ユアスタンド社が取扱うEV充電スタンド「Pulsar Plus」をほくでん総合研究所内に設置。

• 機能検証や寒冷地でのフィールド検証を行い、北海道での普及拡大に繋げていく。

機能検証 フィールド検証



13テスラ社の急速充電設備を設置

• 当社敷地を活用してテスラ社の急速充電器（スーパーチャージャーV3 ）を4基設置。

• 最大出力250kW※1となっており、5分間の充電で120km※2の走行が可能となる。

※1：1台で充電した場合の参考値

※2：モデル3ロングレンジタイプにおける最高効率の場合



14EVカーシェアリングの実証事業

実証時期：２０２２年０４月～２０２３年３月

実証終了

• 本店駐車場を活用しEVカーシェアリング事業のパイロット実証を実施。

• ユーザーの約9割が「今後もEVに乗りたい」とのポジティブな意見を頂き、関心の高さが伺えた。



15EV充電の技術検証

• 今後、EVの加速的な普及が見込まれることに伴い、EV充電インフラの整備・拡充が必要となることから北海道に即したEV充電に関
する種々の検討を行っています。

＜北海道電力総合研究所 敷地内＞

充放電リモート制御実証

＜北海道電力本店 駐車場＞

複数台同時充電時の充電出力制御実証

電灯分電盤

複数台同時充電時に
充電出力が突出しないよう
設定した出力閾値に
自動的に充電出力を制御

制御ユニット

ワイヤレス充電実証

冬季間、雪国特有の課題である
充電口付近の降雪課題を解決す
るワイヤレス充電技術を実証

バッテリー

送電コイル

送電ユニット

受電コイルと
受電ユニット

＜降雪時のEV充電（充電ケーブルあり）＞

充放電
スタンド

太陽光発電
EV

日中：
太陽光発電の余剰電力で
EVへ充電

夜間：
EVから住宅へ給電（放電）



16EOF

ご清聴ありがとうございました


